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今日、持仏教は社会一般向けに様々なイベントや行事を行っており、その

iやでも重姿なものとして参禅を挙げることができる。現在 (2015年 11月08

EI)、宗務庁に笠録している三大禅宗派(曹洞宗、臨済宗、黄紫宗)の参禅(坐

禅会)は 600以上ある (2)。参存iiのテーマは単一ではなく、rI~l 己との i珂き合しづ、

「禅宗の教えそのまま J、「美容や健康」などの現代 1~!9要素を複合的に網羅し

ている。最近、「女性向けj などの参禅も 1~f.1 かれており、インターネットで

の参禅や心理相談室併設の参禅といった新型の参禅も見られる。

宗教としての禅については、宗教体験としての禅定をめぐる宗教現象学を

中核とした研究が必要である。但し、伝統宗教と現代社会との相互作用から

生まれた教化の一環としての参禅を対象とするなら、禅寺側と参禅者側とい

う二つの官!IJf([iから考察しなければならない。参禅者にとっての参禅には、フ

ァン・ヘネップやヴィクター・ターナーの儀礼の理論を)有いれば、日常から

離れて、非自'?tt・1'19なリミナルな経験として、参加者同士によるコミュニタス

を体験し、日常へ再統合され、戻るという三つの局部が構造的に見てとれる

(3)。そこで、本稿では、それぞれの局面において、禅寺側がいかに参事ii者の

期待に応え、その参禅を受容し、参禅の11寺空i習を構築しているのかを取り上

げたいと思う。吏に本稿では、参禅のI!寺空間をコンタクト・ゾーンとして見

なすという新しい視点を導入し、それによって、従来充分に着目されてこな

かった伝統宗教と現代社会の問題のー側面を明らかにすることを本論の目的

とする。

第一節 コンタクト・ゾーン研究

「コンタクト・ゾーンJという概念は、当初は、プラット(1992)(めが「植

民地における避遁の空間Jを取り上げる仁i二Iで提示した概念であった。 18世

紀という歴史的状況において、「支配と従属という極端な非対称的関係にお
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いて生じるJ1植民地支配の辺境Jの課題であるとされた。プラットに近い

立場からの研究には木村 (2003) (5)がある。しかしながら、コンタクト・ゾ

ーンの課題を再検討する中で、古谷 (2001) (6)は人類学が対象とするべきな

のは「近代内部の差異Jにあると指摘し、人類学を「異種111r肴化するj必要

があると論じている。 m仁j=1 (2007) (7)は文化を前提とするプラットの方法に

ついて、コンタクト・ゾーンの研究とは「特定の文化・地域の研究のあとに

されるものではないjと批判し、人類学が対象とする他者には、「未1mとオ

リエント」、 1)史民」、「性的異常-者Jという三つの範11障があると論じた。コン

タクト・ゾーンとは「他者との遡ー遁する場Jとして見なされるべきだという。

本稿では、このような祝点を)'1'1いて、参禅を禅と一般人とが避返する場、即

ち、禅宗という伝統宗教と現代日本社会との!日jにあるコンタクト・ゾーンと

して参禅を捉えてみたい。

今までコンタクト・ゾーンを取り上げた研究には、歴史学的・人類学的な

観点から歴史的、 J也J.llil約、文化(1<]な文脈の1=1=1で現れた11寺空間として読みとる

傾向が強かった。しかし、現代社会において宗教的な目的を持って作られた

コンタクト・ゾーンについての研究はまだ不ト分である。伝統宗教が新たな

社会状況に応じてそれなりの生き残り策を模索しているという状況を考慮し、

教化という 1~11~内を持って作られたコンタクト・ゾーンとして参禅の時空間を

取り上げる意義があると考える。本稿では、特定のコミュニティ(禅宗)に

よって意図的に作られたコンタクト・ゾーン(参禅)について論じていく。

第二節禅宗による参禅研究

参存ilのコンタクト・ゾーンの構築について、その作り手である禅宗も自ら

の立場から様々な研究を行っている。それらの研究は主に、①参十ljiの重要性

についての論述、②参事fiの実施状況についての資料、③坐禅のやり方と坐禅

の心型的、生活!的効用についての研究、という三種類がある。高橋(1983) (8) 

は参禅を通して教化を I~l ることを提示し、参与fiが「教化の本分j であるとい

う姿勢を示したO 参十lii行動について、江見・千野 (1987) (9)はその研究にお

いて、水平寺の参十lii者に対するアンケートに基づき、参作i:i動機といった面か

ら構造的に分析している。しかし、これらの研究はいずれも、参禅を「教化J

という枠に位置付け、若手を広めることを目的とするという観点から取り上げ

ているだけであって、十分な研究とはいえない。
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第三節調査の概要

コンタクト・ゾーンとしての参禅の実情を探るには、実際に参加してみる

ことが必要となる。本研究のために、積極的に参事iiを行っている曹洞宗大本

山総持寺によって l~fJ かれた参若手コースを対象として調査を行った。大本山と

いう寺格を持った総持寺が末寺に対ーする統iljjlfIJ守な地位にあるということを考

慮し、その参禅コースについての調査を通して、参禅のー側面jを捉えること

ができる口

実地調査は以下のように行った。 2015年 1月からのほほ一年間、毎月開

催される参禅コースに参加し、春夏に催された「禅の一夜Jにも参加した。

そして、参禅コースの参加者にインタビュー調査やアンケート調査を行った。

本稿のテーマであるコンタクト・ゾーンを考察するために、短H寺1M]の参事iiコ

ースではなく、;長時間の参禅コースである「禅の一夜Jの方が適切である。

というのは、日常の11寺空間からi崎市色され、ファン・ヘネップが論じているリ

ミナリティが明僚に現出し、また、ターナーが論じているコミュニタスが参

禅者と禅僧の問で生み出され、コンタクト・ゾーンが見られるからである。

「禅の一夜jの参加者は毎回異なるが、総:M:寺側の準備し対応、発信はほぼ

類似しているので、本稿では、 2015ijミ3月 28EI ~ 29 Elの「禅の一夜」に

焦点を当てて考察を行う。また、 7)~ 25日に実施した総持寺参事ii室室長の

花手11浩明担ji(Jmへのインタビュー調査も取り上げることにする。

第一章 大本山としての総持寺とその参禅コース

総持寺は永平寺とともに曹洞宗の二大本山と並称され、 I~時iJ及び移転とい

う長い歴史を歩んできた。現在の総持寺には人権擁護推進室、布教教化部布

教室などの機構が設置され、 布布‘教教イ化ヒ音部1$口比凶川lt日社一j上川1=

置されている O 参十:ij!は布教教化吉1$参禅室によって執り行われている。

総持寺の参担jiは鶴見区に移選するffJJの石川県輪島に所在していた11寺も批に

行われていたが、過去についての資料は焼失で、失われてしまっている。ここ

では、調査から明らかになったここ数年来の変化について少し説明しておき

たし」特に 2010年に参禅コースの変更があったので、それ以前とそれ以降

に分けて説明する。
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第一節 2010年以前の参禅コース

2010年以前に行われていた個人で参加できる参事jiはド記の表 1の通りで

ある。

表 l 総J守寺個人参十liiコース (2010年以前)

参者iiコース I~lî iHi Il寺1M] 参加費用

EllIWi坐禅会
何::iEQEIII詫日 200 円

13 : 00から 16: 00まで 初回のみ 700Ft:j 

英語坐科i会
毎月一回

不詳
二!こIlWtEI 

Pゴ:*又::E爪。ン・ムヱミ

勾:)=J25 EI 
3，500 P:J (昼食代込)

9 : 00から 15: 00まで

月例法話会
毎月 25EI 

入場1!!fi料
13 : 30から 15: 00まで

*jlJ進料理n室 毎月一ITII(不定)
5，000円

9 : 20から 13: 30まで

毎月一回

他人-il~1参禅 最終の土11mEI 9 : 00から 5，500円

iヨi曜日 16: 00まで

1 El lIWi坐禅会j には 25 分ほどのさI;~禅 2 佐 (10) と経行 (11)があった。坐担jlが終

わってから、法話の!別1¥]として「凶柱会jという質問会が行われた。坐禅指

導を努める禅師は必ずしも総持寺の僧侶ではなく、曹洞宗総持寺派の他の寺

院から指導者として招いてくる場合もあった。英語坐禅会の指導者は、イ自11~1

とはi浪らず、退職した英語の先生だったりすることもあった。

第二節 2015年の各参縛コース

2015 il:: 3月 28日の時点では、「精進料理!室jはなくなり、 11ヨIlWI坐事ii会」

も廃止された。月に-IEIJの「月例全体fi会Jと f英語坐禅会j、「写経会Jのみ

が引き続き行われていた。一般向けの参禅コースには、個人参禅コース、団

体参担jiコースと、行持としての特別参事Fがある。毎月指定した日に行われる

他人参禅のコースは以下(表 2)の通りである。
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表 2 総持寺iOI人参十ijiコース (2015年 11月調査11寺) (12) 

参禅コース ij百催11寺11jJ 参加費用

月例坐作fi会
毎月の第一の土曜日

500円
13 : 00から 15: 30まで

英語坐禅会
毎月の第一の土曜日

500 Pi 
9 : 30から 11: 30まで

腕天坐存ii会
毎月の第一の日曜日

300 F守
5 : 15から 7: 00まで

持の一夜
土IIWl日の午後から 10，000 P=J 
日lI?ifElの昼まで (4月以降 6000円)

これらの参禅コースはいずれも老若男女を 111]わず、 I~I El:1に参加できる参禅

である。「月例坐禅会」は坐担ii2位を i二1=1心とした短時!日]参禅コースであり、

日本語で行われている。「英語坐科会Jは英語i蓋iの参禅者向けの参禅コース

である。場合によって、僧il~ll~1 らが英語で実施したり、通訳の僧fiiiが付けら

れたりしており、通訳としての英語教郁の活用も見られる。

本稿で取り扱っている「禅の一夜Jは長時間参事fiであり、参加EI:tし込みと

して往復はがきでの事前予約が必要である。参加者に行ったアンケートの結

果を踏まえて、 2015年4月からのプログラムの変更により、参加費用が

6，000 Piに変更された。

第二章 参禅者の非日常的な経験ーコンタクト・ゾーンにおける参禅

参禅は基本的に、一般人が禅寺までEI:tし込み、ある時j1，¥j荷において、禅寺

で十1fi を体験するという Jr~である。総持寺の 2015 年 6 月の伝道標語において、

花和存iifllliは「緑深く、清水豊かな山間は、歩きながら禅を行ずる最適の所。

水の音響く渓谷の辺り、生い茂る樹々の下は坐禅をし、心澄ますのには絶好

の場所である j という『坐禅用心記j の節をヲ 1m し、禅寺での~!2禅を現代人

に勧めている。緑、清水、渓谷といったシンボルは、現代社会というコミュ

ニティの中に居住している一般人にとって、日常の世界から離れた特別な11寺

空間にあるものといえる。この特別な11寺空間は、禅寺が提供し、参ネiii者に非

El 'i1~.I~I~ な経験を体験させるコンタクト・ゾーンとしての時空間と見なすこと

ができる。しかも重要なのは、禅寺1HIJは教化の時空間としてこのコンタクト・
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ゾーンを構築しているという点で、ある。

第一節 構築された参禅の時空間

作Iiの一夜jでは、最初に受付の香積台(食事処)の入り口に大きなすり

こぎ棒としゃもじが立てられている。これはコンタクト・ゾーンへの入り口

を象徴している。参禅者は受付後、総持寺の僧侶により宿泊する部屋まで案

内され、普段の服装から参禅mの服装に着替える。参与ii者の宿泊部屋は 12

1泣から 14'設の広さがあり、 9人部屋である。簡素かつ清潔な部屋であり、

参禅者に禅の極意を感じさせる。 個々人の服装から坐禅mのJWに着替えてか

ら、参十1ìí.者は坐十~ßの場所へ移動する。それは日常の差異を構築する構造を脱

ぎ取り、参事ii者が全員i司じ共同性に属すことを示している。坐担iiの場所とし

ての衆寮は、風通しの良く、うすIl寄い部屋である。これらは一連の移行の変

容であるといえる。

参担iiに利用される場所は総持寺が用意する十liiの要素に満ちた場所であり、

参持者にとっては非日常"lSIl寺空間jであることがわかる。参禅は一連の11寺空1M]

の構成から成り立っている。紙IIJ誌の都合により、ここでは「禅の一夜」の第

1 1:1自の進行を参照しよう。

表 31担iiの一夜Jの進行(第 11:1 13) (l:J) 

11寺!日] 進行 :rJJJ所

13 : 15 ~ 14 : 00 受付・着替え 香積台、宿il~ltiIS)~

14 : 00 ~ 14 : 50 ttミ拶・坐禅指導 三松j羽

14 : 50 ~ 16 : 20 
止静(坐禅)-経行 (1歩く禅)) 

衆寮
一止静-:flliWi:(坐禅終了) (1.1) 

16 : 20 ~ 18 : 00 
食事作法についての説明

香積台
171l寺頃に薬石(精進料理Hの御)J善)

18 : 00 ~ 20 : 00 法話(茶話会)・法座 未記録

20 : 00 ~ 21 : 00 lij:J初説明・入浴 未記録

21 : 00 I~目枕(消灯) 宿泊部屋

「禅の一夜」の進行でわかるように、参禅者は自分でH寺!日jを調整して自由

に建物や禅生活を吟味することができない。総持寺の教化部が規定した時間

と場所において、特定の一部の禅生活が体験させられる。その規定された場

所というのは、表 3が示したように、香積台や衆寮のような総持寺内にある
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場所ではあるが、他の禅僧との接触が少なく、非常に限定的である。禅僧た

ちの生活を垣間見ることができるわけでもなく、禅僧たちと禅の生活を送る

ものでもなし」ゆえに、参存jiにおける参事j:i者のコミュニティは見えない枠が

与えられているとも言える。そのH寺17J]と場所とにi浪られた枠のr=j]におけるす

べての出来事で参禅の時空1mが構築されている。

第ニ節 コンタクト・ゾーンの言語空間

次に、総持寺の教化部が意図して構築した参禅の11寺空間をコンタクト・ゾ

ーンとして捉え、その禅経験の11寺空間の質を考察してみたい。確かにそれま

で見知らぬ者向士が参事i:i者として一夜を共に過ごすことはコミュニタスの経

験に近いと考えられるが、直ちに気づくのは、担ìi11&~ による宗教 1:ltJ共同体にお

いては特徴的な言語的世界によって形成されているのに対して、参担ji者のコ

ミュニタスはそれとは異なる 11寺空間であることが分かる。「禅の一夜jでの

調査を通して明らかになった特徴を二点ほど挙げてみたい。

ひとつは、教義や仏教の思想的説教が少なく、坐禅を!こ1]心にしていること

から、担iiの実体験を重視していることである。具体的には、 IJ上静一経行一

止静-}rllWí: J という 2~庄の坐禅が、第 1 E1日の 14: 50頃から 16: 20分まで、

第 2El13のめ:00から 11: 30までの 2回行二われている。そして、 2日目の

IjVj 4 : 15分頃に IJ1二静-tilIWi:Jという坐椅i1娃が行われている。 2日目に設

けられた IJlVj ~~~J ゃ「写経j の 11寺!日j においても、教えを参禅者に理解しても

らうために説明するのではなく、様々な:If~を通して禅を体!投させるという形

を取っている。

f事(lの一夜」における絞られた時間の中で、参十:iji者に坐者ji を/J~I 来るだけ多

く体!換してもらうという傾向が見られる。この点について、総持寺の僧侶は、

日I~禅をできるだけ多く体!検してもらって、十ljiの極意も i床わうことができた

らjと説明している。しかし、参禅者が体験している内容は禅僧の生活とは

必ずしも一致してはいない。むしろ、教化という観点から参禅者向けに特別

な内容が準備され、そのH寺空間の中で若手の経験ができるようになっている。

もうひとつは禅に関する難解な用誌を避けて、一般的に分かりやすい明解

な言葉で参禅者に禅を説明していることである。具体例を見てみよう。

第一1mの坐禅のl誌に「三松関Jにおいて 30分間ほどの坐禅指導があった。

坐若手作法についての指導内容が主である。そして、禅借は看板に書かれた難

解な仏教用語を見せながら、易しい言葉でその内容を詳しく参禅者に説明し

ていた。また、参禅の最中に使われる動作の説明としては、例えば、 f合掌」
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とは IJJすを一!こげ、手は鼻のところまで仁げ、顔と手までは握りこぶし一個分

あけるj、左右括振で姿勢を調整するときに「後ろ頭で天を衝くようなつも

りでできるだけ身体をまっすぐにJというように分かりやすく解釈していた。

また、「禅の一夜Jの法話11寺ItJ] (茶話会)において、坐存iiの最1=j=1に感じる

非 EI'rt~(:I/J な身体経験をどのように対処するのかを、花和禅師は自らの経験を

語りながら、参与ii者に詳しく説明した。

①.「jlの痛みの納め方J:坐禅をすると )Eが痛くなるので、大きな座rm
問、または坐?Ill (ザフ)、あるいは折り重ねた座滞在iを利用する。

②. 1肩の力抜きの方法J:坐担jiを始める H寺、とごうしても肩に力が入った

ままになってしまうので、「足の上に何か置く」、「法界定1=11をきっちり

とする」ことによって、力を抜くことができる。

①. 111氏くなった11寺の意識の補正の方法J:坐若手をしているとどうしても

眠気を感じるので、「考えていること自体は推奨されないJ、「短い時間

(で)集中して、 IIK りが催す前に (~g:禅を) JJこめてしまう j ようにと、

説明していた。

④. '-1唾許証の糾jえ方J:普段は意識することはないが、坐禅の最1:1=1にはi量

計主治斗:Uてくるのを!惑じる。それは f計主でもあること jだ。 しかし、 4寺に

意識する必要はなく、 Ilill液がU:¥れば呑めばいい。J1そうやっているう

ちに、気にならなくなってくるJ。

③. 1坐禅の1I寺liclJJ : 1気持ちよく 11二められるぐらいの時間に..'I~I 分の方

を合わせると、段々それが楽になってくる」。そして、 1EJによって時間

を調整した方がいいj。

これらの花和老niliの説明は禅堂の蔽しい修業のようなものではなく、一般者

も受け入れられるような緩やかなものであるといえる。

さらに、3月28日の「禅の一夜jで行われた茶話会において、坐禅とは「ど

のような境地でしょうかJという質IHJに対し、花手1]事iir:lliは次のように返答し

ている。

「政の仁1:1が空っぽになってしまうということは、われわれにとっても至

難の技です。・・・ただ頭の1:1:1にいろんな考えが・・・だんだん遠くになってく

る…こだわらなしい・浮かんできても無理しなくても放っておける。・・・こ

ころが安定して、それで心静かになってくる・・・いい坐禅だと思っている
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内にもう H寺!日jがすんでしまう...確かなことは、結局は自分でしかわから

ないということで、 I~I 分が心静かになって気持ちがWJI向きになってくる

-活力が出てくる・・・それは禅の境地といえるものなのかもしれない。j

参担ii者に向けて、者ii誌による禅の「境地jの説明は困難と考えているため

であろうか、花和禅liiliは f安定Jや「心静かJといった一般的な言葉に置き

換えて説明し、「こだわらないJ、考えが「遠くなってくるJといった表現を

Pi=JしEる。これは、子lji的でリミナルな境界の経験の日常的言語での表現といえ

る。他方、禅僧のコミュニティでは難解な禅誌や仏教思想に関する用語が常

に弟子と師匠の 110¥)で使用されているが、参禅の11寺空間の中での語りでは、長lt

Wi:な存ii語は意図的にmv、られていなし、。それは参禅者の禅についての知識を

考慮してのことであると考えられる。

「禅の一夜」の内容をこのように見てみると、確かに、参与ii者は非日常的

な坐担iiを実体験することが中心となり、作iiが易しい言葉で説明されるという

ことが特徴として挙げられる。一見すると、参禅者は禅僧たちと同じように、

総持寺において坐禅を行ったり、禅を諮ったりしている。しかし、参禅にお

いて、参存ii者は禅僧と i可様に「行住座1:比jすべてを存iiの実践としているので

はなく、 ~I~存ji を仁1:1 心に者ji を i味わっている。禅僧と同様に難解な禅の教義を研

鍍しながら修行しているのではなく、より簡易な言葉で禅を理解しようとし

ている。 1司じ部屋に坐っている禅僧と参事ii者であっても、「担j1Jの持った意

味が違っていると言える。すなわちコンタクト・ゾーンとしての参禅では、

参禅者の居る参事iiの11寺空間と禅僧の)舌る禅寺の11寺空間とが交差しているとい

える。

第三節 交渉の場としてのコンタクト・ゾーン

以上のような特徴が垣間見えるのは、参禅のH寺空間が、禅寺が一般人を想

定して、一般人も受容できるように自らの宗教的立脚点と社会との交渉によ

って形成されたコンタクト・ゾーンだからである。 具体的には、以下の三点

を挙げたい。

第一に、禅寺がこのようなコンタクト・ゾーンを作る目的についてである。

総持寺の参事ji会は布教教化部によって執り行われているという点からわかる

ように、参事ji会を企画する第一の白 (I~ は教化であり、参禅というのは社会一

般向けの教化の一環である。

第二に、受け手を意識したコンタクト・ゾーンの構築についてである。担ii
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寺はその教化のf~1豆i を参禅者にあまり意識させず、むしろ、坐禅の実体験を

仁!こi心に据え、参事ii者の言葉で禅を解釈するという柔軟な姿勢で、若手を伝播し

ようとしている。それは、 ~iíf~fqi(: な言葉の使用による参禅者の拒否を避けると

いう目的もあろう。また、この点について、教化という目的で禅思想を現代

社会に伝播しようとしながら、現代日本社会に生きる参持者にもわかるよう

に禅を易しく説明せざるを得ないという禅寺の矛盾したやり方も見られる。

第三に、禅僧による禅の教えの伝掃という観点から見える人間関係の相違

である。禅僧たちの11'りには、弟子がr:flilKから禅を学び、師匠から弟子へと禅

を伝承するというfJm資相承という関係があるのに対し、参担iiにおいては、禅

寺(禅僧)と参禅者との!日jには、事iiの勧誘という行為における送り手と受け

手という関係である。これにより、言葉の使用といった而においての差異が

見られてきたのであろう。

禅寺という宗教的共同体と現代社会とは異なる時空間にある。参事ji者1H1Jか

ら参禅を考えてみると、参禅はりミナルな境界があり、コミュニタスの経験

として受けIJこめられるが、それは禅寺が教化という目的を持って企画した時

空間の仁1:1で禅を味わせるものである。参担iiのH寺空間は、現代社会と禅寺との

間にあるコンタクト・ゾーンであるが、それは禅寺の場所を借りた(禅寺で

参禅する場合)、禅寺の要素(或いは禅要素だと言ってもよい)を含めた、

禅寺によって提供されたものであるといえる。

第三章 日常へのコンタクト・ゾーンの延伸

さて、参禅を一連の儀礼の過程を見なすならば、参告ii者はこの非 El'[jf，.(I{]な

「禅の一夜jの後、再び日常生活に再統合されていくことになる。参禅とい

う新しい経験と新しい教えを自分の一部として再統合し、日常へ戻っていく。

禅寺1WJから教化の一環として-11寺的に作られたコンタクト・ゾーンには、禅

寺側にとって克服しなくてはならない弱点がある。なぜなら、時間的な持続

性を考えると、そのコンタクト・ゾーンは参禅者が自らのコミュニティ、日1]

ち、現代社会に戻るi時点で泊えてしまうからである。その時点で、禅寺但IJの

教化の呼びかけも途絶えてしまう。それゆえ、禅寺は教化の立場からそのコ

ンタクト・ゾーンでの経験が可能な限り日常生活に浸透し続けるよう、参禅

の最中の教えに工夫を凝らしている。

例えば、「禅の一夜」においては、「日常生活Jがキーワードとして、しば
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しば提示されている。非日常的でコミュニタスの経験の場である「禅の一夜」

ではなぜ、 IEI常生活」が重要な要素となるのあろうか。この点を考えると、

総持寺が教化のII寺空間として企画したコンタクト・ゾーンをいかなる儲{直を

持つものと見ているかを良く示しているといえる。

第一節 自常生活の中の禅

総持寺におけるコンタクト・ゾーンとしての参禅から戻る先の「臼常生活j

においても禅の教えが保ち続けられることが、教化の観点からすれば重要で

あることが分かる。ここでは「禅の一夜Jで提示された「食事作法Jと「沈

黙の修行jというこつの教えを取り上げる。そこでは、非日常的なH寺空間で

の禅の学びが如何に f日常生活Jでも継続されるかが良く提示されている。

食事作法

本稿の最初で紹介したように、「禅の一夜」では、受付の香積台から参担ii

者の宿泊部屋までの途中で、僧侶が、香積台の名古IITや入り口にある大きなす

りこぎ棒としゃもじのEI=j来を説明した。すりこぎ棒としゃもじは食事という

日常にある禅を参事ji者に示すものであった。

1日目の 1711寺の薬石 (HIJち精進料理)の前に、食事作法について説明が

なされた。総持寺の僧侶は「日常生活が修行Jという考えから、道元が著し

た r，l:l:粥銀法Jを取り上げ、日常生活の一部分としての食事が、禅の修行の

一環として重要視されるべきだと説i関した。そして、禅の一夜での食事作法

について、次のように説明した。

①.器はn1i]手で扱う。

②. 1:'::1飯におかずを入れて食べない。

1:'::1飯を持ちながらおかずを食べない。

③.お箸を人に向けない。

③.御新香は一つ残しておく。

禅僧は其々について、更に詳しく、以下のように説明した。第一の、器は

両手で扱うというのは、「感謝jと「命の尊さ」という気持ちで食事すると

いう考えもあり、不注意で食物を溢してしまうという無駄なことを避けるた

めでもある。第二の、 i主j飯とおかずを分けて食べることは、それぞれの食材

が持った香りを心込めて実感することを大切にし、それにより、「食Jに合
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まれた奥義が分かるようになるという。第四の、御新香は一つ残しておくと

いう作法についてよく型解できない参禅者がいた。 僧侶の話によると、薬石

が済んだあとは必ず、 1==1飯器にお茶を入れてお新香できれいにし、そのまま

お味噌汁の器に移し、食べ残さずに食べるという。これも食物を大切にする

という考えであろう。禅僧は、ここで学んだ食事作法を EI'm'でも心がけるよ

うにと付け力11えた。

沈黙の修行

「禅の一夜」において、言葉から外れて心によって気持ちを伝えるという「以

心伝心jの教えが一般人向けに説明されていた。作iiの一夜jの問、参事ii者

は風12、寝室、手洗し¥でも沈黙を守らなくてはならなし、なぜなら、「黙る

のも修行だjからである。「心を以て心に伝える」というのが「コミュニケ

ーションの奥義」であり、言葉は大切なものであるが、あくまで川道具j

でしかないJのであるO 忠ぃ切り心を込めたら、思いは必ず伝わるという。

このように、風呂や寝室といった日常的な場所における沈黙の修行が勧めら

れていた。

「食事作法Jや「沈黙の修行」を説明する際に、総持寺の禅僧たちは日常

生活における禅という教えをしばしば取り上げていた。言い換えれば¥参ネqi

者個々人の1::1常生活に禅を持ち帰ることが提唱されていたといえる。このよ

うに日常生活を強調するのは、個々人と禅との出会いの観点から考えてみれ

ば、教化の場としての「禅の一夜」が終われば禅寺によって作られたコンタ

クト・ゾーンも終了してしまうが、コンタクト・ゾーンでの参禅者個々人の

経験が日常生活に再統合されることによって、禅宗の教化の影響は継続され

るという禅寺側の考えが見てとれる。このような教化の方法は特に明示はさ

れていないが、内iiの一夜」に参加し、実地調査することによって、見えて

きた側面である。

第二節 コンタクト・ゾーンにおける価値の逆転

「禅の一夜」において、日常生活における禅という見方を提示することに

よって、参者ii者が日常生活に戻った後でも参禅というコンタクト・ゾーンで

の経験を自己の一部として、新たな日常を送る可ー能性を暗示している。ここ

で興味深いのは、禅僧の El常という視点が導入されることである。まず、禅

僧たちは rEl 'itt.とg，分jという点について、参禅者に様々なrUt点から説明し
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ている。

「禅の一夜」の茶話会においては、「日常Jと「自分Jということが取り上

げられていた。一般人の観点から参禅者の禅は非日常的であるのに対して、

花和禅師は、 r~l~ 日常 liZjJな経験である坐禅を次のように説明し直している。

11骨堂の 1=1=1の生活を非 El常とおっしゃる方がし Eる・・・実際、われわれがや

っているのは日常的なんです。何が日常かというと、朝起きてから夜寝

るまで、そこに I~I 分がし、るという。だからこれはあくまでも自分の行だ

という…意識でやっているということが、多分それがEI'1吉なんだと思う

のです。今の社会だと・・・いろいろな対外的なことがあって、いろんな仕

組みを自分の考えを相手方に合わせたり(する)。本当の自分というの

は自分の仁1:1にいるのに、外に自分を作って、それを演じさせてしまって

いる。それがいわゆる日常といわれるもので、本当は違うのではないか。

その時だけちょっと本来の EI常にもと守っていただく...J 

参事jiは、宗教生活と社会との接点で、はあるが、十ijiの生活がEI'1古である禅寺

という空間の周辺で、一般人が非 E:l常的な禅の経験を味わえる機会でもある。

しかし、花和担jir:niは rEl常jとは「そこに自分がいるJと説明し、参者ji者の

質問にある rEl 'itりが作った自分を演じる生活であるから、それが「本来の

日常j ではないと説明している。また、 íl主分」については、「本当の I~I 分J

は「演じさせてしまっているJ自分のl十Iにいると説明し、坐禅を通して、「本

来の日常Jにもどると主張している。

花和担ìí.i'lIlîの説明を構造1~IZj に捉えてみれば、「日常j →「参禅(ここでは坐禅)J

→ ílヨ常J という三つ局而の仁IJ で、「その 11寺 (~I~禅 11寺)だけ少し本来の El 常

に(戻るけという考えといえる。それは、花手IJ科ifliliの観点からいえば、「作

った自分J → f本来の I~J 分j →「本来の自分を少し経験した作った自分J と

いう動きが見えてくる。それは、本稿の最初jの部分に提示した、 El'it~→非日

→新たな日常という流れを、担jiの経4験を土台にした教化の視点から意味の

転換を成し遂げようとしているといえる。それは参禅者にとっては、 EI'm'と

自分の意味の転換の経験で、もある。

また、禅僧たちは「自分と坐禅jという題目との関係で、坐千lji.の効用を示

していた。「禅の一夜Jの茶話会において、花手IJ担1ir:mは「普段急ぎとしてい

る我々の日常生活jを意識していると述べ、「お泊代わりに坐禅してみる、

・・健康にもいいし、次の日の活力になっていく...Jと坐禅の活用を勧めてい

参者liというコンタクト・ゾーン ー曹詞宗総本山総持寺「禅の一夜jの一考察一 (13) 82 



る。また、「本当の自分J について、花手11禅師は「心地の I~FJ J珂Jを「気が付

かなかった I~l 分」と言葉を変えて説明しており、 ~I~禅を通して、気付かなか

った本当の自分に出会えるという。さらに、「禅jを日常生活に応用するこ

とについて、仏教が言う「救ぃjという言葉を用い、花手IJ禅師は以下のよう

に説明している。

「この世に生まれた探りその呂的は自分を救う…それを救うためにどう

したらいいのかと考えると、色んなものを捨てていかなければならない

ーまずは自分を見極めて、脚下照顧という言葉がありますけど、自分は

どういう所に立っていて、どういう者なのかというのを…見つめるいい

方法も坐禅だと忠う…禅の中でそれまで、気が付かなかった自分の思いと

ころ・・・おぞましい姿がどんどんどんどん浮かびj二がってきます...本当に

自分は何とかしなければならないと、もう崖っぷちにいるのだというこ

とがわかって、この生きている 1M]に何とかしようと思った時が、 j斬くス

タートが切れるのではないかなと思しミます」

花手1]禅 nmの話に吏に考察を加えると、坐担ji を通して 11~1 己と向き合しづ、

「自分のおぞましい姿」を見つけ、「何とかしなければならないjと気が付き、

自分を「救う」にはどうすればよいのか、ということに気づくという。それ

により、坐禅が今1:1 でも必要であると考え、坐禅を iヨ Jti~~生活に取り入れるべ

きだという。

このように、教化の時空間であるコンタクト・ゾーンにおいて、総持寺が、

参事sと裏腹に1:1常生活の1:1::1の禅という視点を提示することによって、参存ii者

が1:1常生活に戻っても、参存jiにおける関係とは逆の形でのコンタクト・ゾー

ンがE:l'1iげ三活で継続することを禅の教えとして示している。

第四章禅から晃た現代社会

以上、総持寺が教化の一環として企画した参禅について見てきた。そこで

は、教化と言っても一方的に禅寺側が禅話を駆使して禅を説明するのではな

く、一般人である参事ii者にも分かる言葉で説明していたことが明らかになっ

た。総10，):寺1111Jは、参事iiというコンタクト・ゾーンを構築する際に、受け手と

しての参禅者のいる現代1:1本社会を念頭に置いていることを指摘した。それ
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では、参禅者が普段生きる1:1常は禅僧たちにどのように捉えられているのだ

ろうか。

江)11辰三禅nm(15)が発表した曹洞宗平成 27年度の八つの布教教化方針にお

いては、「人権Ji平和Ji地球環境Ji人々Ji地域社会jといったキーワー

ドがみられJ現代社会j の諸問題への強い意識が~.J， -I~ーのように見られている。

「私たちは、今、たくさんの課題を前に、その生き方が!日1われています

..復旧復興の道のりはいまだ遠く・・・二十四万余の人びとの悲しみと苦難

は計り知れません…さらに、地球imu暖化と多発する自然災害、戦争、貧

困、格差、いじめ、そして自死等の深刻な問題が山積しています。J(16 

このような深刻な問題が重なっている現代社会において、「自己中心的な

快適さや便利さを求める暮らしjを見直し、「原子力に頼らない社会、一人

ひとりのいのちが大切にされる社会の実現Jを願っており、「人々の苦悩に

向き合い、みなともに支えあいながら生きる慈悲心にもとづく信仰生活」の

実践に努めているという。

3月281:1の「禅の一夜jの茶話会における花和禅師の返答から現代社会

をどのように考えているかを改めてみてみると、「外の自分を演じている」、

「一世の中、人を信用して生きていくことは難ししづといった表現が見られ、

自分というものを見失し Eがちなのが現代社会で、あるという。 I~I 分を見失し、が

ちなのは、個々人の問題というよりも、現代社会に問題が多岐にわたり、深

刻な ;j犬Ó~にあるからだというのである。

花和禅師iによれば、このような複雑な問題を抱える現代社会で、あるからこ

そ、「時々 静かなIl寺!日jをもって自分を回復させる 11寺11¥Jが、現代だからこそ必要J

になるという総持寺は、現代社会には f自分をIITI復させる 11寺I7J1Jが必要だと

jtい、それが宗教の役割であると考え、それに立脚して禅の教化を進めてい

る。

勿論、「人権」ゃ「王子手iりなどの問題は、現代社会に対する禅宗の独自の

読み取りではなく、人類全体に甚指している共通の課題である。しかし、参

禅を考察してみると、自分との向き合い、自分への救い、自分の回復という

一人ひとりの経験が非常に重んじられている。このように、禅寺は現代社会

を意識していながら、参者iiというコンタクト・ゾーンの構築により、個々人

を切り口にして、禅を伝掃しようとしていることがわかる。禅寺は現代社会

に起こるIUJj起を背景にし、その影響を受けながら参禅のコンタクト・ゾーン

参科iというコンタクト・ゾーン ー曹洞宗総本山総持寺沖j¥の一夜Jの一考察一 (15) 80 



を構築し、教化を進めていると言える。

結び

本稿では、官lil司京大本山総持寺が教化という I~llめを持って企画した「禅の

一夜」の1I寺空!日jをコンタクト・ゾーンと見なして考察した。参担jiは、禅宗と

いうコミュニティによって社会向けに意図的に構築されたリミナルな時空間

であり、禅僧と一般人の!iIJのコミュニタスが生まれる、宗教と現代社会の(111

のコンタクト・ゾーンであるといえる。それは教化のために設けられた時空

間であるが、担jiの独自の言語世界をitpし付けるのではなく、一般人の参担ji者

が受容できる柔軟な言語世界を提示している。また、参禅終了後でも教化の

効果が続くよう、禅に基づし 1た IE!常Jの意味の逆転を提示し、コンタクト・

ゾーンの継続をl;glっていることがi珂らかになった。

本稿では、しかし、禅寺側の教化の意図が何であるか、一般人側に引き付

けた言語世界による禅の説明で十分なのであろうか、といった問題について

は十分に考察することはできなかった。従来の禅の研究が明らかにしている

禅的言語位界に照らして考えると、教化と言いながら矛痛を含んだものであ

るといえる。禅寺側がこのような問題をどの程度認識しているのか、これら

を含めた他の諸問題を今後とも取り上げていくことにしたい。

j主

(1) 本稿は 2015il:: 12月(こlAi/Ji.大学大学院人文字社会科学研究科目際地域研究専攻日本文化

コースに挺11'1し、受理された修士論文「現代人の参禅一総rl:1fの「禅の一夜J. r月例坐十iji

会J. r英語 I，t 存j\ 会」を事例として-J の -;~IIに加筆修正を行ったものである。調去に '1Ji:く

協力してくださった総持寺の修行憎の皆捺に感謝の意を 1/1し上げます。

(~) このデータは曹洞宗公式サイトと 12.\~ ì斉 +ij\ ・ T)~疑者ii公式サイトを参照する。そのサイト

は r~g: 担j\ 会」という i三葉を使Jll している。

Wiil可宗公式サイト官il可がjiネット

hitp:l/w'vVVv人sotozen-net.or.jp/searchsysrem_zazen 2015 ij'. II月081:11出覧

臨済存j¥• 1υ討すji 公式サイト

hnp:l /www.rinnou.net/conr_02/zen_info.htmI2015年 11PJ 08 [! 1m覧

参考のサイトはWiìl五i 存jí 公式サイトと，gi{~ 済宇ijí ・ tl'f.!!i~tiì\公式サイトであるため、 ~J~1-ij\会の数

を時前宗と 1;iJ~i斉宗 .1li柴宗と分けて考察することになる。その1'/'1 で、 \~rìIIiJif，;はおよそ 278

寺があり、 Jgi~l; 1斉宗と黄柴宗と合計するとおよそ 330 寺がある。l=I本全Eïll のさI~ 担j\会の分布状

況を見ると、臨済宗 -flt紫宗は京都府、東京都、静岡ViJ" 兵庫県、愛知県において坐禅会

を多く行っているのに対し、曹洞宗は静岡県、愛知県、長野県、群馬県、神奈川県において、

79 (16) 



坐十lji会を多く IJfJilliしている。

131 本稿で、は紙111mの者11合上の問題で、現代人の参十ijiへの調査及び分析について取り上げな

いが、'íjljfl~ において、ファン・ヘネップの[通過儀礼!に基づき、「分弱H~-過度一統合」

という構造を持った儀礼としての参ネljiを論じる。ファン・ヘネップ 2012(909) r通過儀礼i

(綾部恒雄.綾部裕子訳)岩波書応、ヴイクター・ターナ-1969 (1976) rtu義の過程J(富

At光雄訳)忠索千J:

(1) Marry Louise Pratt. lmterial Eyes: Travel Wri/ings Gnd Tmnscul/uration. London 

Routledge. 2007. pp.3-5 

(日 木村武史 20031 ~I と米1'íü[\!:J也 II~\':代のコンタクト・ゾーンにおける「ピーヴァーの'j\]'Jと

「笑いJをめぐる先住民とイエズス会上Jr筑波大学地域研究j第 21巻 筑 波 大 学 pp.185-

191 

IGi ilj谷安';ire2001 f1Nf草混活の近代と人組学ーラテンアメリカのコンタクトからj人文

書院 pp.26-39

171 II1 1 1叶f~-' 2007 1コンタクト・ゾーンの文化人類学へ-r帝国のまなざしjを読むJrコ
ンタクト・ゾーンェ Contactzonej 第 i巻(11111]雅一編) 京都大学人文科学期究所

])]).32司35.38-40

(品) 高稿定道 19831-参事jiは宗門教化の本分Jr参十lii道場f:i]i家会会報j第 4巻 p.lO

(り n:t=~w俊・千野直仁 1981 1大学生の参禅行動の構造分析(その1m)J r禅研究所紀史i

第 10巻 259-277

江J'~佳俊・千 li!J- ü'l仁~ 1987 1大学生の参十1(!行部jの構造分析(その五)J r抑制究所長己~J 第

15巻 91-104

1101 2 'it ・ 40 分の空I~者jí を 2181行うこと。総持寺僧侶の話によると、 40 分は街地A香一本が燃

え尽きるのにかかるIJ寺!日jであり、 40分の坐担jiを行うことを坐作ji1佐だという。

1111 経行:坐禅に伴う )lの搾れや1Ili':気を取り除くため、主任者jiと坐禅の111]に行われる「歩く

がjiJ(総持寺修行僧の言葉)のことである。

(12) 2016 :，q: 11月 07日現在の総持寺田コでは、「月例参t1(!J、11暁天参i4FJ、「英語参禅」、「禅

の一夜」と呼んで、いる。

1131 201511: 4月から「禅の一夜jのプログラムが変更されてきた。表 3は調査11寺の 2015

:(1:: 3月 281::1 のプログラムに i，~づいて作成したものである。

(1.11 11二部 すなわち坐禅のことである。

1111W( : Hn を 1!!9 らすことによりさI~tìjiの終了である。

11'>) 江 JII J.民主:独住第ニ -!-Jilll:大究真!出抑制j。総持寺現任l~n吉(1996 ~)。現在、曹洞宗

管長にもi主任している。

[け川川i凶仰Gω"官弘官~，守1Jれf

29 1日:1Ilf自jF覧之

(だん・いちぶん 筑波大学大学院-貰j1JIj W~士課程

人文社会科学研究科哲学・思想専攻)

参存I!というコンタクト・ゾーン ー曹洞宗総本山総持寺[禅の一夜Jの一考察一 (17) 78 
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